
⑴　第73号 平成２3（２０11）年7月10日

野 田　 実
TEL 096-372-3800

平
成
23
年
度
の
事
業
計
画
を
決
定

「
新
公
益
法
人
制
度
」に
よ
る
移
行
準
備

岩
手・宮
城・福
島
の
被
災
校
へ
の
図
書
寄
贈

岩手県（19校）
〈大船渡市立〉
赤崎小学校
越喜来小学校
気仙小学校
赤崎中学校
気仙中学校
広田中学校
小友中学校
〈釜石市立〉
鵜住居小学校
唐丹小学校
釜石東中学校
唐丹中学校
〈大槌町立〉
大槌小学校
赤浜小学校
大槌中学校
〈宮古市立〉
鵜磯小学校
千鳥小学校
〈山田町立〉
船越小学校

〈県　立〉
高田高校
宮古工業高校
宮城県（50校）
〈仙台市立〉
西多賀小学校
将監小学校
将監西小学校
蒲町小学校
南光台小学校
折立小学校
中野小学校
荒浜小学校
東六郷小学校
愛宕中学校
南光台東中学校
根白石中学校
七北田中学校
西山中学校
＊　未定
＊　未定
〈石巻市立〉
門脇小学校

湊第二小学校
大川小学校
相川小学校
吉浜小学校
谷川小学校
雄勝小学校
船越小学校
渡波小学校
湊中学校
雄勝中学校
渡波中学校
大川中学校
〈気仙沼市立〉
南気仙沼小学校
〈名取市立〉
閖上小学校
閖上中学校
〈栗原市立〉
志波姫小学校
〈東松島市立〉
浜市小学校
野蒜小学校
鳴瀬第二中学校

〈大崎市立〉
古川第一小学校
古川東中学校
〈丸森町立〉
丸森東中学校
〈亘理町立〉
荒浜小学校
長瀞小学校
荒浜中学校
〈山元町立〉
山下第二小学校
中浜中学校
〈七ヶ浜町立〉
七ヶ浜中学校
〈女川町立〉
女川第四小学校
女川第二中学校
〈南三陸町立〉
戸倉小学校
名足小学校
戸倉中学校
福島県

　　　　（準備中）

　

５
月
26
日（
木
）に
評
議
員
会
が
、27
日（
金
）に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、平

成
22
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
の
承
認
と
23
年
度
の
事
業
計
画･

予
算
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
期
異
動
に
よ
り
、小
中
学
校
長
会
の
原
田
憲
一
氏
、熊
本
市
総
務
部
職

員
厚
生
課
長
の
岩
永
益
夫
氏
、熊
本
市
教
育
委
員
会
総
務
企
画
課
長
の
松

石
龍
太
郎
氏
の
３
名
が
辞
任
さ
れ
、新
た
に
角
居
恭
一
氏
、宗
良
治
氏
、井
上

正
文
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
学
校
教
育
関
連
も
多

大
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
理
事
会
で

は
、
熊
本
県
教
育
会
館
と
し
て
で
き
る
精

一
杯
の
支
援
と
し
て
「
東
北
３
県
の
被
災

校
へ
図
書
寄
贈
事
業
」
を
行
う
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
被
害
の
大
き
さ
か
ら
す
れ

ば
出
来
る
だ
け
多
く
の
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
当
会
館
の
財
政
規
模
や
会

館
が
抱
え
る
財
政
課
題
か
ら
判
断
し
て
、

各
県
１
０
０
万
円
、
合
計
３
０
０
万
円
の

特
別
財
源
を
設
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
現
地
の
被
害
の
状
況
に
は
不
案
内
で

す
か
ら
、
各
県
の
県
教
育
委
員
会
、
市
町

村
教
育
委
員
会
、
教
育
会
館
と
連
絡
を
取

り
な
が
ら
別
掲
の
被
災
校
へ
の
寄
贈
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
11
月
末
ま
で
に
「
新

公
益
法
人
制
度
」
へ
の
対
応
と
し
て
の

「
法
人
移
行
」
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
現
在
「
一
般
財
団
法
人
」
へ
の
移

行
を
前
提
に
「
移
行
検
討
委
員
会
」
で
審

議
を
重
ね
て
い
る
段
階
で
す
。
昨
年
は
新

法
人
の「
定
款（
案
）」が
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
様
も
ご
覧
い
た
だ
き
、
会
館

ま
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
今
年
の
検
討
予
定
は
、「
公

益
事
業
」と「
収
益
事
業
」と
の
区
分
会
計

を
実
施
し
、「
公
益
目
的
支
出
計
画（
案
）」

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

　

図
書
寄
贈
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
教
育
会

館
寄
席
な
ど
の
実
施
計
画
は
別
掲
の
通
り
で

す
。
ま
た
平
成
22
年
度
事
業
報
告
と
23
年
度

事
業
計
画
は
裏
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

東日本大震災の全ての被災者の皆様に
心からお見舞いを申し上げます

被災校支援のため岩手県・宮城県・福島県へ
各１００万円の図書カードを寄贈します。

新公益法人制度移行検討委員会のＨ２３年度委員
 ＮＯ 構　　成 氏　　　名
 １ 評議員 （内部） 丸　野　純　哉　氏
 ２ 監　事 （内部） 嶋　田　久　義　氏
 ３ 事務局員 （内部） 福　永　　　薫（会館事務局長）
 ４ 公認会計士 （外部） 吉　永　賢一郎　氏
 ５ 弁護士 （外部） 森　　　徳　和　氏
 ６ 教職員 （外部） 松　﨑　哲　郎　氏
 ７ 教職員 （外部） 今　泉　克　己　氏

～第３回「柳家さん喬」寄席～～第３回「柳家さん喬」寄席～

学校寄席１

●日時 １２月１日(木)１４時～１５時３０分

●会場 南関町立南関第二小学校

●内容 ①落語（柳家さん喬）　②落語（柳家喬之助）

 ③太神楽（鏡味仙花）　④二胡（程農花）

学校寄席2

●日時 １２月２日(金)１４時～１５時３０分

●会場 上天草市立上北小学校

●内容 ①落語（柳家さん喬）　②落語（柳家喬之助）

 ③太神楽（鏡味仙花）　④二胡（程農花）

ホール寄席

●日時 １２月３日(土)13時30分～

●会場 熊本市国際交流会館７階ホール

●内容 ①落語（柳家さん喬）　②落語（柳家喬之助）

 ③太神楽（鏡味仙花）　④二胡（程農花）

●募集 教職員２００名

 （募集の方法は「教育会館ホームページ」に８月掲載予定）

メンタルヘルス

「こころゆったり講座」
（１）目　　的 忙しい毎日を過ごされる教職員に、ゆったりとした時間、自

分を見つめ直す時間をご提供するために開催します。

（２）内　　容 ストレスと、ストレスが身体に及ぼす影響及びストレスと上
手に付き合っていくための方法など。

（3）講　　師 小林伸行 氏（医療法人社団高野会）

（4）参 加 数 先着順20名。昨年参加されていない方を優先します。リラッ
クスできる服装をお持ち下さい。

（5）開催日時 ８月５日（金）
●受付 ９：４５～　　　　 ●セミナー １０：００～１１：３０
●会食 １２：００～１３：００　●解散 １３：００

（6）会　　場 熊本県教育会館
（熊本市九品寺1丁目11－4）

（7）参 加 費 1000円（会食費用）

（8）申 込 先 熊本県教育会館・担当（笹浪）
電話（０９６－３７２－３８００）

（9）申込締切 7月15日（金）16時まで、必ず電話でお申込下
さい。

カムバック支援

「育児休業者現場復帰セミナー」
（１）目　　的 育児休業中の教職員が現場復帰する際に、子どもを抱え大

きな精神的なストレスを感じています。少しでも不安を解
消してスムーズに教育現場に復帰できるように、県教育委
員会、公立学校共済組合にご協力いただいて開催します。

（２）講　　師 県教育委員会・公立学校共済組合から
（３）参加対象 熊本県下の公立学校に勤務する教職員で育児休業を取得

中の方。先着50名（託児有）。
（４）開催日時 １２月８日（木）13：00～16：00
（５）会　　場 水前寺共済会館（熊本市水前寺1丁目33－18）
（６）申 込 先 熊本県教育会館・担当（笹浪）　
 電話（０９６－３７２－３８００）
（７）申込方法 募集の方法は「教育会館ホームページ」に９月から掲載し

ます。

平成23年度 理事・監事

理 事 長 野田　実 白川中学校

副理事長 今泉　克己 熊本県高等学校教職員組合

 〃 井上　知行 熊本県教育政策課福利厚生室長

常務理事 西嶋　正 熊本県教職員組合

理　　事 松﨑　哲郎 大野小学校

 〃 林　　賢一 阿蘇北中学校

 〃 今村　良博 豊福小学校

 〃 平江　佳幸 荒尾第四中学校

 〃 岩田　智子 御船中学校

 〃 石原　哲也 熊本養護学校

 〃 松村　亮 熊本工業高等学校

 〃 林　　俊光 ひのくに高等養護学校

 〃 角居　恭一 熊本県小中学校長会事務局長

 〃 田中　和幸 熊本県公立高等学校長会事務局長

 〃 兼行　雅雄 熊本県総務部総務事務センター長

 〃 宗　　良治 熊本市総務局総務部職員厚生課長

 
〃
 

井上　正文
 熊本市教育委員会事務局

   教育総務部総務企画課長

 〃 東　　市子 前理事長

 〃 光永　新治 元理事長

 〃 葉室　正信 元理事長

 〃 吉田　恪 元副理事長

監　　事 菊川　芳郎 菊池北中学校

 〃 須藤　哲郎 住吉中学校

 〃 豆塚　健次 湧心館高等学校

 〃 嶋田　久義 東稜高等学校

 〃 吉永　茂 公認会計士

教育教育文化事業の
文化事業のご案内
ご案内

教育文化事業のご案内

 役　職 氏　名 所　　　属

http://www.kumamoto-kyouiku-kaikan.jp/ kyouikukaikan@soleil.ocn.ne.jp熊本教育会館ホームページ
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熊本教育会館ホームページ http://www.kumamoto-kyouiku-kaikan.jp/ kyouikukaikan@soleil.ocn.ne.jp

会館共済 特別給付金・給付状況会館共済 特別給付金・給付状況 平成２２年４月１日～
平成２３年３月３１日会館共済 特別給付金・給付状況

 NO 内　　　容 給　付 前　年
   ５日以上 ３０１件 ３１２件
   ３０日以上 ４１件 ３６件
   ６０日以上 ２５件 ２５件
  医療プラン １日～４日 １８６件 ２２５件  ・初期入院
  休職見舞金 １年以上 １３件 １２件
   ２年以上 ５件 ６件
  出産祝金  １３２件 １２３件
  退職祝金  １２９件 １０１件
  満期祝品  ０件 ０件
　　　　　　　給付　総件数  ８３２件 ８４０件
　　　　　　　給付　総　額  13,588,000円 13,839,000円

入院見舞金1

2

4
5
6

3

Ⅰ
．
会
館
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

⑴
会
館
の
基
本
資
金
で
あ
る
会
館
建
設
基
金
（
出

資
金
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
よ
り
出
資
依
頼
を

中
止
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
出
資

者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

出
資
金
の
返
済
は
、
退
職
に
よ
る
返
済
が
３

６
１
人
、
３
，
８
２
２
，
０
０
０
円
で
し
た
。
こ

の
結
果
出
資
金
の
総
額
は
前
年
度
よ
り
３
，
８

２
２
，
０
０
０
円
減
の
１
０
７
，
９
２
１
，
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
収
入
の
大
半
を
し
め
る
地
代
家
賃
は
、
１
０

０
％
納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
会
議
室
貸
料
は
、
前
年
と
比
べ
約
23
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
11
月
末
か
ら
２
月
初
め
ま
で
、

外
壁
の
全
面
改
修
工
事
の
た
め
貸
出
を
中
止
し

た
た
め
で
す
。
一
般
の
利
用
は
昨
年
に
比
べ

19
％
減
、
出
資
者
の
利
用
は
31
％
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

⑷
会
館
共
済
事
業
の
集
金
手
数
料
は
約
３
，
０
０

０
万
円
と
安
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
教
育
会
館

の
特
別
給
付
金
は
、
申
請
期
間
を
３
年
間
に
延

長
し
ま
し
た
が
年
間
給
付
額
が
１
，
４
０
０
万

円
弱
で
安
定
し
て
い
ま
す
。

⑸
退
職
者
福
祉
年
金
事
業
は
、
平
成
22
年
度
は
事

務
運
営
費
と
し
て
３
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
24
年
６

月
（
団
体
口
）
ま
で
に
終
了
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
23
年
度
に
３
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ

た
後
は
、
こ
の
事
業
か
ら
の
繰
入
は
な
く
な
り

ま
す
。

　
　

制
度
の
終
了
に
向
け
て
、
加
入
者
へ
の
お
知

ら
せ
と
解
約
の
手
続
き
を
進
め
ま
し
た
が
、
昨

年
度
中
に
中
央
三
井
信
託
銀
行
の
契
約
が
す
べ

て
終
了
し
ま
し
た
。
残
り
の
契
約
33
名
、
１
８
，

０
０
０
万
円
の
信
託
先
で
あ
る
住
友
信
託
銀
行

と
連
携
し
て
個
別
対
応
を
秋
か
ら
実
施
し
、
３

月
の
個
人
口
の
制
度
終
了
に
向
け
万
全
の
手
続

き
を
行
い
ま
す
。

⑹
会
館
経
営
の
安
定
化
の
た
め
の
各
種
引
当
は
、

継
続
的
に
充
足
割
合
を
高
め
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
建
物
修
繕
引
当
預
金
は
、
外
壁
の
改
修

関
係
に
２
，
２
０
０
万
円
取
り
崩
し
た
た
め
、

１
，
０
０
０
万
円
引
当
し
ま
し
た
が
差
引
１
，

２
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

⑺
会
計
全
般
に
つ
い
て
は
、
１
９
８
９
年
度
よ
り

ユ
ー
ス
会
計
社
（
吉
永
公
認
会
計
士
事
務
所
）

と
契
約
し
て
適
正
に
処
理
し
、
円
滑
な
執
行
に

努
め
て
い
ま
す
。
法
人
移
行
の
準
備
と
し
て
、

区
分
経
理
を
行
い
ま
し
た
。

Ⅱ
．
管
理
業
務
に
つ
い
て

⑴
夜
間
や
休
日
の
管
理
警
備
は
、
２
名
の
職
員
が

交
替
制
で
勤
務
し
、
常
時
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
会
館
閉
鎖
は
12
月
29
日
か
ら
１
月
３

日
ま
で
の
６
日
間
で
し
た
。

⑵
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
各
種
保
守
契
約
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑶
火
災
の
未
然
防
止
と
万
一
の
災
害
に
備
え
る
た

め
、
年
２
回
の
防
火
対
策
委
員
会
を
開
催
し
て

防
火
管
理
組
織
･
自
衛
消
防
組
織
を
編
成
す
る

と
と
も
に
、
火
災
時
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
外
壁
工
事
の
た
め
冬
の
訓
練

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
「
地
震
等
発
生
時
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
停
止
時
の
対
応
訓
練
」
を
４
月

に
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
専
門
業
者
（
ユ
ー
ジ
ー
防
災
設
備
）
に

よ
る
防
災
設
備
の
点
検
を
９
月
15
日
と
３
月
４

日
の
年
２
回
行
い
ま
し
た
。

⑷
外
壁
の
タ
イ
ル
の
剥
落
へ
の
対
応
と
し
て
、
７

月
に
外
壁
の
劣
化
度
調
査
を
行
い
、
11
月
末
か

ら
１
月
末
に
か
け
て
外
壁
の
全
面
補
修
工
事
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
タ
イ
ル
の
剥
落

や
窓
周
り
か
ら
の
漏
水
の
対
策
は
完
了
し
ま
し

た
。
10
年
保
証
附
帯
契
約
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

10
年
後
を
め
ど
に
再
改
修
の
対
応
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

⑸
「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を
２
回
（
６
月
、
12

月
）
発
行
し
、
会
館
の
事
業
等
の
広
報
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
の
開
示
と
発
信
に
努
め
ま

し
た
。

Ⅲ
．
福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
会
館
共
済

　

会
館
共
済
は
昭
和
60
年
８
月
小
学
校
の
教
職

員
を
対
象
に
生
命
保
障
『
会
館
共
済
Ⅰ
型
』
を

始
め
て
26
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
生
命
保
障
・

貯
蓄
型
・
医
療
保
障
と
保
障
範
囲
を
広
げ
て
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

◎
Ⅰ
型（
遺
族
生
活
給
付
金
共
済
・
医
療
プ
ラ
ン
）

　

発
足
26
年
目
を
迎
え
た
こ
の
制
度
は
、
加
入

者
総
数
が
１
２
，
６
５
０
名
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
第
２

６
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
で
前
年
よ
り

４
名
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
11
年
目
を
迎
え
た
「
医
療
プ
ラ
ン
」
の

加
入
者
総
数
は
約
５
，
７
８
７
名
と
な
り
、
前

年
よ
り
１
６
６
名
増
加
し
ま
し
た
。

　

加
入
者
の
死
亡
に
伴
う
遺
族
生
活
給
付
金
に

つ
い
て
は
、
平
成
21
共
済
年
度
（
平
成
21
年
９

月
１
日
〜
平
成
22
年
８
月
31
日
）
は
、
死
亡
13

人
（
前
年
度
８
人
）
で
給
付
総
額
は
１
億
９
３

０
０
万
円
（
前
年
度
１
億
３
０
０
０
万
円
）
で

し
た
。
ま
た
、
医
療
プ
ラ
ン
の
給
付
は
１
９
０

件
（
前
年
度
１
８
４
件
）
で
し
た
。

　

太
陽
生
命
の
平
成
21
共
済
年
度
の
決
算
に
よ

る
配
当
金
は
、
Ⅰ
型
が
41
・
10
％
（
前
年
度

52
・
94
％
）
、
医
療
プ
ラ
ン
が
39
・
80
％
（
前
年

度
39
・
75
％
）
と
な
り
、
加
入
者
に
支
払
い
ま

し
た
。

　

会
館
独
自
の
特
別
給
付
金
（
会
計
年
度
、
平

成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日
）
は

申
請
期
間
を
３
年
間
に
延
長
し
て
２
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
給
付
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
Ⅱ
型 

（
貯
蓄
型
生
涯
保
障
共
済
）

　

新
規
加
入
者
は
21
名
で
、
加
入
者
総
数
は
１
，

０
１
３
名
（
前
年
度
１
，
０
５
３
名
）
に
な
り

ま
し
た
。

◎
傷
害
プ
ラ
ン

　

第
22
次
よ
り
導
入
し
た
『
傷
害
プ
ラ
ン
』
の

加
入
者
は
、
１
４
２
名
（
前
年
度
１
４
７
名
）

で
し
た
。

⑵
会
館
共
済
特
別
給
付
金
の
給
付
申
請
に
つ
い
て

は
、
給
付
の
適
正
・
迅
速
化
を
図
る
た
め
に
、

給
付
審
査
委
員
会
の
開
催
を
毎
月
１
回
か
ら
2

回
に
増
や
し
、
15
日
毎
に
審
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

⑶
共
済
事
業
の
制
度
や
運
営
の
あ
り
方
等
の
検
討

を
行
う
た
め
制
度
検
討
委
員
会
を
８
回
開
催
し

ま
し
た
。
特
に
昨
年
は
、
長
年
の
懸
案
だ
っ
た

「
介
護
保
障
の
導
入
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

Ⅰ
型
生
命
保
障
の
特
約
と
し
て
導
入
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
９
月
１
日
か
ら
保
障

を
開
始
し
ま
す
。

Ⅳ
．
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

教
育
会
館
は
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
す
。

共
済
事
業
で
の
益
金
を
教
育
文
化
事
業
の
資
金
に

し
て
い
ま
す
。

⑴
教
育
会
館
設
立
25
周
年
を
記
念
し
て
始
め
た
図

書
券
の
寄
贈
を
継
続
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

20
年
間
で
の
べ
４
６
８
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
寄
贈
校
26
校
全
て
を
訪
問
し
て
寄
贈

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
寄
贈
総
額
は
２
，
４

９
０
万
円
で
す
。
平
成
22
年
度
の
寄
贈
校
は
別

掲
の
と
お
り
で
す
。

⑵
会
館
共
済
25
次
の
記
念
事
業
と
し
て
教
職
員
対

象
に
開
催
し
た
「
教
育
会
館
寄
席
」
を
、
昨
年

は
「
学
校
寄
席
」
と
し
て
宇
城
市
立
豊
福
小
学

校
で
も
開
催
し
ま
し
た
。
１
年
か
ら
６
年
生
ま

で
の
全
児
童
と
一
緒
に
保
護
者
、
地
域
の
方
な

ど
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

⑶
か
る
た
（
小
倉
百
人
一
首
）
の
大
会

　
　

２
月
６
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
熊
本
県
か
る
た

協
会
主
催
の
「
第
23
回
熊
本
県
小
中
学
校
小
倉

百
人
一
首
か
る
た
競
技
大
会
」
を
後
援
し
ま
し

た
。
今
年
も
県
下
各
地
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ

り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
か
る
た
競
技
の

普
及
を
支
援
す
る
た
め
、
か
る
た
協
会
が
行
っ

て
い
る
月
１
回
の
練
習
会
に
対
し
て
、
教
育
会

館
は
会
場
を
無
料
提
供
し
て
い
ま
す
。

⑶
会
館
新
築
移
転
10
周
年
を
記
念
し
て
、
平
成
18

年
８
月
よ
り
『
教
育
会
館
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
熊
本
の
教
育
に
関
係
深

い
方
の
作
品
を
、
教
育
会
館
玄
関
ホ
ー
ル
に
展

示
し
て
い
ま
す
。

⑷
そ
の
他
の
教
育
文
化
事
業
と
し
て
、
メ
ン
タ
ルヘ

ル
ス『
こ
こ
ろ
ゆ
っ
た
り
講
座
』を
８
月
６
日（
金
）

に
教
育
会
館
で
、
カ
ム
バ
ッ
ク
支
援
『
育
児
休

業
者
現
場
復
帰
セ
ミ
ナ
ー
』
を
12
月
８
日（
水
）に

水
前
寺
共
済
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
電
話
相
談
活
動
を
行
っ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
く

ま
も
と
』
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
向

け
の
電
話
相
談
室
『
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
』
を
毎
週

火
曜
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度　

決
算
報
告

　

決
算
報
告
は
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
教
育
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
事
業
報
告

平
成
22
年
度

平
成
2
年
度

図
書

  

寄
贈
校

〈
小
中
19
校　

県
立
７
校
〉

◎
印
は「
読
書
教
育
重
点
校
」の
２
年
目
、

○
印
は
１
年
目

荒
玉 

◎
三
加
和
中

菊
池 

◎
大
津
北
小

阿
蘇 

長
陽
小　

坂
梨
小　

阿
蘇
西
小

　
　
　

南
小
国
中　
　

阿
蘇
中

上
益
城 
○
飯
野
小

八
代 

○
宮
原
小　

○
日
奈
久
小

人
球 

久
米
小　

球
磨
小　

◎
岡
原
小

 

◎
山
田
小
学
校

水
芦 

○
水
俣
第
二
小

天
草 

坂
瀬
川
小　

本
町
小　

富
岡
小

 

◎
牛
深
小

県
立 

熊
本
工
業　

熊
本
西　

熊
本
北

　
　
　

東
稜　

○
湧
心
館　

○
熊
本
盲

 

○
松
橋
養
護

《
基
本
方
針
》

１
．
健
全
な
会
館
財
政
の
維
持
と
、
安
定
し
た
管

理
運
営
に
努
め
ま
す
。

２
．
福
祉
共
済
事
業
の
教
育
宣
伝
活
動
に
務
め
、

加
入
者
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

３
．
新
公
益
法
人
制
度
移
行
の
た
め
、
検
討
委
員

会
を
設
置
し
準
備
を
進
め
ま
す
。

Ⅰ
．
会
館
の
財
政
・
管
理
運
営
に
つ
い
て

⑴
公
益
事
業
会
計
と
収
益
事
業
会
計
の
区
分
経
理

を
進
め
、
事
業
収
入
と
管
理
経
費
の
適
正
化
を

図
り
ま
す
。
法
人
移
行
に
当
た
っ
て
の
今
後
の

教
育
文
化
事
業
の
あ
り
方
を
制
度
検
討
委
員
会

で
方
針
化
し
ま
す
。

⑵
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
法
令
お

よ
び
そ
の
他
の
規
範
に
基
づ
き
、
個
人
情
報
を

適
切
に
取
り
扱
う
よ
う
に
し
ま
す
。
会
館
が
管

理
す
る
会
館
関
係
者
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
関

係
団
体
と
の
協
議
を
経
て
見
直
し
を
進
め
ま

す
。

⑶
新
公
益
法
人
改
革
移
行
の
た
め
の
「
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
平
成
24
年
度
の
移
行
を
目
指

し
ま
す
。
検
討
委
員
会
の
委
員
の
委
嘱
を
継
続

し
ま
す
。

⑷
会
館
の
安
全
管
理
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
絡

を
密
に
行
い
保
守
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

　
　

会
館
の
今
後
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、
法

人
移
行
後
の
事
業
と
の
関
連
を
見
極
め
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。
改
修
資
金
に
つ
い
て
は
、
積
み

立
て
を
す
す
め
ま
す
。

⑸
「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
し
、
会
館
設

立
の
目
的
や
現
状
を
全
教
職
員
に
知
ら
せ
る
と

と
も
に
、
教
職
員
の
相
互
扶
助
の
共
済
事
業
の

推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
教
育
会
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
情
報
の
開
示
と
発
信
に

努
め
ま
す
。

Ⅱ
．
福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
会
館
共
済
Ⅰ
型
「
遺
族
生
活
給
付
金
共
済
」
、

Ⅱ
型
「
貯
蓄
型
生
涯
保
障
共
済
」
と
あ
わ
せ
、

Ⅰ
型
「
医
療
プ
ラ
ン
」
「
傷
害
プ
ラ
ン
」
の
加
入

を
す
す
め
制
度
の
安
定
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　

今
年
の
９
月
１
日
（
第
27
次
共
済
年
度
）
か

ら
「
介
護
保
障
」
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
平

成
24
年
度
か
ら
改
正
さ
れ
る
「
所
得
税
・
住
民

税
の
生
命
保
険
料
控
除
税
制
改
正
」
に
あ
わ

せ
、
「
介
護
医
療
」
の
控
除
制
度
が
適
用
さ
れ

る
よ
う
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　

小
中
学
校
に
は
、
「
医
療
プ
ラ
ン
」
子
ど
も

契
約
満
期
終
了
に
あ
わ
せ
、
「
け
ん
こ
う
レ
ス

キ
ュ
ー
」
（
個
人
保
険
）
を
紹
介
し
保
障
の
継

続
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
保
険

「
わ
く
わ
く
ポ
ッ
ケ
」
を
ご
案
内
し
、
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
と
し
て
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
進
め
ま

す
。

⑵
Ⅰ
型
に
つ
け
た
「
入
院
見
舞
金
」
「
休
職
見
舞

金
」
「
出
産
祝
金
」
「
退
職
祝
金
」
「
満
期
祝

（
図
書
券
）
」
の
特
別
給
付
制
度
を
継
続
し
ま

す
。
ま
た
医
療
プ
ラ
ン
の
１
〜
４
日
の
「
初
期

入
院
」
特
別
給
付
を
継
続
し
、
１
泊
２
日
か
ら

保
障
し
ま
す
。
申
請
期
間
は
事
由
発
生
か
ら
３

年
間
と
し
ま
す
。

　
　

特
別
給
付
の
申
請
に
対
し
て
は
、
「
給
付
審

査
委
員
会
」
を
月
２
回
開
催
し
、
給
付
の
適
正

と
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
給
付
の
申
請
忘
れ
が
な
い
よ
う
会
館

ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
諸
会
議
等
を
利
用
し
注
意

喚
起
に
努
め
ま
す
。

⑶
退
職
者
福
祉
年
金
事
業
は
平
成
24
年
３
月
（
団

体
口
は
６
月
）
終
了
に
向
け
手
続
き
を
進
め
ま

す
。

Ⅲ
．
教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
図
書
寄
贈
を
継
続
し
ま
す
。
寄
贈
校
の
選
定
に

あ
た
っ
て
は
、
検
討
委
員
会
を
開
催
し
決
定
し

ま
す
。

　
　

ま
た
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
学
校
教
育
の
現
場
で
も
混
乱
が
続
く

状
況
に
対
し
、
学
校
図
書
教
育
の
復
旧
支
援
と

し
て
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県
教
育
委
員
会

に
各
１
０
０
万
円
を
寄
贈
し
ま
す
。

⑵
県
か
る
た
協
会
の
活
動
に
協
賛
し
、
児
童
・
生

徒
の
た
め
の
「
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会
」

を
２
月
５
日
に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
月
１
回
の

練
習
会
に
会
場
を
提
供
し
ま
す
。

⑶
県
下
の
教
職
員
の
た
め
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
「
こ

こ
ろ
ゆ
っ
た
り
講
座
」
を
８
月
５
日
、
カ
ム
バ
ッ

ク
「
現
場
復
帰
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
12
月
８
日

に
開
催
し
ま
す
。

⑷
熊
本
県
下
の
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
『
会
館
寄

席
（
学
校
寄
席
）
』
を
12
月
１
日
（
木
）
に
南
関

町
立
南
関
第
二
小
学
校
で
、
２
日
（
金
）
に
上

天
草
市
立
上
北
小
学
校
で
開
催
し
ま
す
。
併
せ

て
教
職
員
対
象
の
『
会
館
寄
席
』
を
12
月
３
日

（
土
）
に
国
際
交
流
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

⑸
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
く
ま
も

と
」
の
子
ど
も
電
話
相
談
活
動
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
教
職
員
の
電
話
相
談
室
「
レ
モ
ン

グ
ラ
ス
」
を
継
続
し
ま
す
。

⑹
教
育
会
館
ロ
ビ
ー
を
活
用
し
た
「
ア
ー
ト
の
ひ

ろ
ば
」
を
継
続
し
ま
す
。

小栁基子氏
（水彩画展）

12
月期

西川誠一氏
（ペン画展）

1
月期

仲田末喜氏
（油彩画展）

2
月期

竹熊利一氏
（レリーフ展）

3
月期

4
月期

木寺　渡氏
（油彩画展）

5
月期

岩木範夫氏（彫塑展）岩木範夫氏（彫塑展）
　　芳子氏（版画展）　　芳子氏（版画展）
岩木範夫氏（彫塑展）
　　芳子氏（版画展）

今後の展示予定
●10月期は
　栗崎誠一氏の洋画展
●11月期は
　高田尚武氏の洋画展
●12月期は
　山口洋氏の洋画展
●1月期は
　平江佳幸氏の彫刻展
●２月期は
　岡田精一郎氏の洋画展

今後の展示予定
●10月期は
　栗崎誠一氏の洋画展
●11月期は
　高田尚武氏の洋画展
●12月期は
　山口洋氏の洋画展
●1月期は
　平江佳幸氏の彫刻展
●２月期は
　岡田精一郎氏の洋画展
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